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1. 研修会名 

ふくしまインフラ長寿命化研究会 南三陸国道事務所管内現場見学会 

2. 開催場所 

南三陸国道事務所管内 (岩手県陸前高田～釜石) 

3. 開催日，案内および参加者 

2016年6月24日(金)～25日(土) 

佐藤 和徳氏 (国土交通省 東北地方整備局 地方事業評価管理官(前南三陸国道事務所長) 

岩城 一郎氏 (日本大学 工学部 土木学科 教授) 

参加者 ： 17名 (10社) 

4. 目的 

南三陸国道事務所管内では，高耐久コンクリート構造物を構築するために種々な工法を採用して

いる．本見学会は，実施物件を視察することでコンクリート構造物の耐久性に関する考え方を学ぶ

こと目的としている． 

5. 工程表 

※向定内橋床版の見学は，時間の都合省略 

 

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 

⑪ × 



6. 視察内容 

①長部高架橋 (鹿島建設 ㈱) 

橋脚側面に撥水性の高い特殊シートを型枠に貼り付けてコンクリートを打ち込む【美シール工

法】を採用した橋梁である．脱型後もコンクリート表面に接着しているシートにより水分がコン

クリート内部に留まることで保水養生ができ，表面の緻密性が増加し耐久性が向上する．また，

高欄への使用を想定し，試験施工を実施している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②陸前高田まちづくり情報館 

陸前高田まちづくり情報館にて，被災前後の状況と覆工計画についてパネルを見ながら津波の

恐ろしさを再確認した．津波で被災したタピック45(旧道の駅)は遺構として保存される事が決ま

っており，その前で集合写真を撮った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁全景(P2 側) 美シール (試験施工供試体) 

美シール施工面 (P2) 美シール施工面 拡大 (P2) 

 

道の駅 高田松原 全景 タピック 45 の前にて 



③新気仙大橋 (㈱ 横河ブリッジ) 

RC床版の高耐久化を図るため，防錆鋼材と高炉セメントおよび膨張材を使用し，1ヶ月の長期

養生を実施している橋梁である．高炉セメントを用いること，水結合材比を45％以下としたため

粘性が増加しポンプ圧送性が低下することなど，事前に想定される懸念事項に対して，試験施工

を実施し，対策方法の確認や施工計画に活かしている．当初，鉄筋に塗装されたエポキシ樹脂の

損傷を防ぐため，被覆結束線を用いていたが，鉄筋間の固定が弱く使用を中止し，純し鉄線と亜

鉛塗装の併用で対応している．エポキシ樹脂塗装鉄筋は，結束線および切断面の処理などに細か

い気配りが大切である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④，⑥新鍬台トンネル終点坑口，新鍬台トンネル専用プラント (前田建設工業 ㈱) 

高耐久覆工コンクリートを実現するため，アル骨対策骨材の選定，凍害および乾燥収縮など耐

久性の確認，供用中の鍬台トンネルにて現場環境を調査し，環境条件に応じて覆工コンクリート

の配合を3種類に分けて施工している．また，本工事は，地域の復興事業で必要となるコンクリー

ト需給バランスを阻害しないように，専用プラントを設置している．骨材は，苫小牧・北斗より

船にて，セメントは大船渡から，混和材は山口から仙台港を経由して，専用プラントに運搬され

ている． 

養生シートと遮光シート 配筋状況 

 

新気仙大橋 全景 床版全景 (A1 側から) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤唐丹第二高架橋 (大林・富士ピー・エスJV) 

PC箱桁の耐久性向上のために，主桁上床版，ウェブ，地覆および壁高欄の鉄筋にエポキシ樹脂

塗装鉄筋を，PCケーブル，定着具およびグラウトキャップにエポキシ樹脂塗装したものを使用し

ている．下部工には，CF工法1)を採用しコンクリートの打設回数を少なくすることで打継目を減

少させている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1)CF工法(キャンバーフォーム工法)：第15回国土技術開発賞 地域貢献技術賞 HK -070010-V 

 

新鍬台トンネル終点坑口 前にて トンネル 全景 

 

バッチャープラント 全景 

 

選定したアル骨対策骨材 

壁高欄鉄筋と PC 鋼材定着部 

 

 

CF 工法にて打設 

 



⑦浪板橋 (三井造船鉄構・東開経常建設JV) 

床版コンクリートに混和材としてフライアッシュを添加している．目的は，単位水量を減らす

こと，乾燥収縮の減少およびASR反応の抑制などである．その他，養生シートに高吸水性アクリ

ル繊維マット「キュアエス」を用い日数を5日から91日に延長，床仕上げ工法「JS工法」を採用

し機械仕上げを実施し表面を緻密に施工している．全ての鉄筋をエポキシ樹脂塗装鉄筋とし，結

束線も被覆結束線を採用している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧大槌第2トンネル (前田建設工業 ㈱) 

天端部では，覆工背面の空洞や締固め不足およびコンクリートを流動させる際の材料分離とい

った課題に対して，肩部に吹上げ口を追加設置し，1ヶ所からの打設量を低減するとともに，充填

状況の目視確認を実施している．さらに，端部には水平バイブレータを用いて充填不足が生じな

いように工夫をされている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

床版コンクリート 仕上げ状況 

 

被覆結束線にて固定 

 

トンネル断面 全景 

 

肩部吹上げ口 

 

トンネル覆工養生 状況 

 

セントルバルーン 

 



⑨大沢第3橋 (㈱ IHI インフラ建設) 

大沢第3橋は，ポストテンション方式2径間連結コンポ桁橋で，プレキャストPC桁の高耐久化を

図った橋梁である．PC鋼材，鉄筋，横締めシースおよび接合キーに，エポキシ樹脂被覆やポリエ

チレンシース，ステンレスを用いて塩害対策を実施している．また，RC床版などの現場打ちコン

クリートには，フライアッシュを添加している．桁は，5分割され滋賀県で製作されたものを現場

で接合架設する．床版，地覆，壁高欄および中央分離帯は既に施工されており，長期養生中であ

る．床版には，散水用のパイプが設置されており，必要に応じて水分を供給している．壁高欄な

どは，養生シートが接着しており，隙間は養生テープを用いて固定している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩小佐野高架橋A1 (㈱テラ) 

小佐野高架橋A1は，ビニールシートによる養生を実施した橋台である．幅14mの橋台にひび割

れ誘発目地を設けていない．ひび割れ対策として，用心鉄筋(山口式:0.3%)2)を配置し，封緘養生

を施している．施工後ひび割れはほとんど見当たらないが，一部0.1mm程度のひび割れを確認さ

れている．また，現地にて透気試験なども実施されており，一般部の透気係数Kt=0.011 程度，水

平打継ぎ部でKt=0.1 程度と優れた結果である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 田村 隆弘，二宮 純：鉄筋コンクリートのひび割れ分散性と鉄筋比の関係に関する研究；

コンクリート工学講演会論文集，Vol.31，No.1，pp1585-1590，2009 

 

 

工事概要説明状況 

 

養生 状況 

 

橋台 全景 

 

透気試験実施 箇所 

 



⑪寒中コンクリート対応早強剤施工試験 (㈱大林組) 

冬季の施工を想定し，フライアッシュコンクリートに対して早強剤および給熱養生をパラメー

タにした試験体を実施している．また，手前側には，定内トンネル覆工コンクリートの配合に関

する試験体が静置されている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 感想・まとめ 

2日間にわたる見学会で，大変貴重で有意義な機会を頂きありがとうございました．いずれの現

場も，説明して下さった元請をはじめ現場の方々の雰囲気がよく，こういう現場 (いわゆる「笑

顔の現場」)からいい構造物ができるのだろうな，と感じました．耐久性の優れた構造物を作りた

い，また，思い切った事を行うことで今後の「東北標準」のための道標になることなど，思いを

もって取り組むことの大切さを肌で感じました． 

お忙しい中，貴重な時間を割いて準備くださいました佐藤前所長および岩城先生に感謝し，実

施に際しご尽力いただきました庄司建設工業様に御礼を申し上げます． 

 

以上 

普通配合コンクリート 試験体 

 

中流動コンクリート 試験体 

 


